
























































































区分 内　　　　　容 実現の可能性 影響する範囲
（1） 例えば超音波法の内の1種類の技術の改良・改善 大 小












































































































種　別 検査者 検査時期 検査回数 検査期間 自動化
品質管理
??沚ｸ
ﾛ守検査
メーカー
@　〃
ﾅ終使用者
製造の各工程ごと
H場出荷時
ｻ品受入時
闃咩Iに観察
1回
P回
ｽ数回
　短期
Z，中期
@長期
進展大
鼈
種　別 検　　　査　　　対　　　象
品質管理
??沚ｸ
ﾛ守検査
小型で多量の製品
ｲ：≧㌶立品Hl総三㌶ど
　非破壊検査技術の革新のために知的材料・構造のコンセプトの導入を考える場合，これ
らの内のどの分野が最適であろうか．それは大型・超大型の組立品に対して長期間にわた
り多数回の検査を必要とする保守検査であると考えられる．
　我々はこの新しいコンセプトの導入により現在の保守検査が持っている主要な欠点，す
なわち，多くの人手を要する定期検査方式に依っている，費用と工期がかかりすぎる，検
査と検査の間の期間に発生する事故に対して対応ができない，警報発生機能が無いなどの
改善を計るのである．
　このためちょうど人体に神経網があるように対象構造物にセンサ網を張り巡らし，これ
によって機械や構造物の作動中にも常時監視を行ない，警戒時には警報を発生できるよう
にする．
　さらに人体が神経→脳→筋肉と連繋しているように，検査対象構造物についてもセンサ
→電算機能（コンピュータ）→アクチュエータの連繋を作り，コンピュータでは，①安全
（緑），②警戒（燈），③緊急事態発生（赤）の判断を行ない，警戒段階では精密診断一
時停止，分解修理，補強などを行って第3段階に到らないようにし，緊急時にはアクチュ
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・機上指示
・飛行前／後点検
・自己診断機能
・自己修復能力
　実時間損傷評価
・人工知能意志決定
図1　ヘルスモニタリング航空機の概念4）
エータを作動して緊急停止などの処置を取り，検査対象物の使用中の安全性を常時確保し
ようとする，すなわち構造物の知能化を計るのである．
　これらのコンセプトは知的材料・構造の分野で構造健全性監視（略してヘルスモニタリ
ング）と呼ばれているが，その一例を図1に示す．この航空機では製造・運航中の荷重や
破損のデータを全て搭載電算機に持ち，自ら点検，診断して修理するなどを指示し，最終
的には廃機までを自己決定するもので，まさに無生物である構造物の“揺り籠から墓場ま
で”の面倒を見るのである．
　これは構造物の生体化（これがインテリジェントの意味）の1つの行き方を示すもので，
同時にこれこそが多くの人手と時間と費用を要した定期検査方式の保守検査を脱して新し
い保守検査（状況監視）とする革新的な目標の1つなのである．
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